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　昭和５７年に河野学園に奉職し、経理課長、事務局次長、高等学校事務長として学校運営に携わり、４４年の長きに
わたり私学教育の振興に尽力してきた。
　特に、高等学校事務長に就任してからは、経理業務の経験を基盤に、給与・会計等のソフトの導入や事務室の一元
化により業務の効率化を推進するとともに、施設設備の整備や日常的な管理業務においても中心的な役割を果たし
た。
　同窓会とも良好な関係を構築し、密接な連携のもと、学校行事の円滑な遂行に努めた。
　学園では、平成２５年・２６年に本館・体育館の耐震工事を完了するとともに、普通教室等への冷暖房設備の設置や
図書館のアスベスト除去、蛍光灯のＬＥＤ化などの整備を計画的に行った。さらには、情報教育を推進するため全教
室へ電子黒板を設置し、平成３０年には、卒業時に調理師免許が取得できるようになった調理科において、より高度
な技術を習得できるよう調理室も新設した。
　杉原氏は、こうした取組を中心となって進め、快適で働きやすい教育・職場環境づくりに大きく貢献するとともに、「よ
りわかる授業」の推進にも寄与した。
　また、学園の将来像を見据えた中期計画（令和４年度～令和８年度）の策定にも携わり、同計画に掲げる「生徒確
保」や「教育の質」、「生徒支援」などの重点領域を踏まえた組織的・計画的な学校運営の推進に貢献した。
　このような同氏の真摯な姿勢と業務への熱心な取組が評価され、今年度からは、学園の経営全般を取り仕切る事務
局長に登用され、少子化時代の厳しい経営環境の中での学校のあるべき姿を明確化しつつ、新たな中期計画の策
定に着手している。
　加えて、令和７年度からは、法人会計や学校運営に精通した立場から評議員に就任し、理事会に対する監視・監督
という重責も担っている。

　平成９年に母校である萩光塩学院小学校に奉職し、中学校及び高等学校での勤務を経て、平成２６年からは萩光
塩学院中学校・高等学校校長として、２９年にわたって私学教育の振興に尽力してきた。
　萩光塩学院は、キリスト教の精神に基づき、「世の光　地の塩」を建学の精神とし、世の中や人のために役立ち、地
域貢献できる人材育成を目指している。中村氏もその精神に沿って愛あふれる指導を行った。
　小学校では、学校行事の企画・立案等を通じて教育活動の充実に努める一方で、「県内唯一の私立小学校の休
校」に直面し、中学校・高等学校の生徒数の減少も踏まえ、「中高の男女共学化」を提案・主導して、これを実現へと
導いた。
　高等学校では生徒指導主任を務め、厳しさの中にも温かみのある指導を実践したことで、生徒や保護者からの厚い
信頼を得ることとなった。また、多くの課題を抱えていた同窓会の事務局を担当し、小学校と中学校・高等学校の同窓
会の合併を実現するとともに、組織運営の立て直しにも尽力するなど多大な成果を挙げた。
　こうした取組により、同氏への評価は着実に高まり、校内でのリーダーとしての期待を一身に担うこととなった。かくし
て平成２６年には、若くして校長に抜擢されるに至った。校長就任後は、直ちに耐震化のための体育館及び本館校舎
の建替えに着手し、体育館には最新の床材やLED照明を、本館校舎にはWi Fi環境や電子黒板、タブレット端末等の
先進的設備を導入するなど、安心・安全で時代に即した教育環境の構築に力を尽くした。
　また、生徒確保の観点から、高等学校におけるコース制の見直しをはじめ、ダンス部や女子硬式野球部の創設、奨
学金制度の拡充、遠隔地からの受入れに対応した寮の整備等を進めるとともに、積極的な大学訪問による高大連携
の強化や国内外の姉妹校等との研修・交流の導入など、新たな施策を次々と打ち出し、特色ある学校づくりを推進し
た。
　その結果、少子化が深刻化する中にあっても、生徒数は校長就任前と比較して着実に増加しており、安定的な学校
運営に大きく貢献した。
　さらに、学院の理事として法人運営にも関与し、令和７年６月からは代表業務執行理事として学院全体の経営改革
と教育環境の充実に向けた諸施策を推進するなど、その功績は誠に顕著である。
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